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1. 目的と調査方法
目的
「子育てしやすいまちづくり」を目指し、子育て世代の声を集める。

調査方法
日時・場所

2022年10月7日（⾦）9:30〜11:30
地域子ども家庭支援センターみなみ野の「親子ふれあい広場みなみ野」

対象者
乳幼児を育てている保護者×7名

方法
以下について、半構造化インタビューを実施。
①みなみ野のイメージ，②この施設をどのように知ったか，③利⽤し続ける理由，
④来場⼿段，⑤施設への要望，⑥他の活⽤施設と理由，
⑦困っていること，⑧子育てしやすいまちとは︖
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2. 調査結果
サンプル像

• みなみ野および近隣在住5年以内で、子どもが2人以下のママとパパ
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設問 回答 該当数
家族構成 ・夫婦 ＋ 子ども1〜2人

・夫婦 ＋ 子ども1人 ＋ 両親
6世帯
1世帯

お住まい ・みなみ野界隈
・近隣のまち

5世帯
2世帯

みなみ野在住歴 ・1〜2年
・3〜5年
・6年以上

1世帯
3世帯
1世帯



2. 調査結果
Q1. みなみ野のイメージは︖

①生活に必要な機能がある（公園，スーパー，病院）
②まちがきれいで静観（まちなみ，新しさ）

Q2. この施設をどのように知ったか︖
①自分で調べて知った（ネット調査）
②人から教えてもらって知った（市の乳児訪問スタッフから，⺟親から）

Q3. この施設を利⽤しづつける理由は︖
①子どもが楽しく遊べる（友だちづくり，子どもがここを好き）
②大人同士の会話ができる（出産とコロナで滅入，ママ友，大人と会話）
③子育てに有益な情報が得られる（病院や学校の情報）
④その他の特記（目的がなくてもフラッと来れる，妊娠中でもここなら安心，
スタッフさんが名前を覚えてくれる）
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2. 調査結果
Q4. 来場⼿段は︖

①徒歩 × 2世帯
②自転⾞・⾞ × 2世帯

Q5. この施設への要望は︖
①乳児・幼児のスペース分離（安全性，おもちゃの違い）
②遊び・イベントのスペース分離（落ち着き，混雑緩和）
③その他の特記（駐⾞場が⼩さい）

Q6. ほかの施設の利⽤は︖ その理由は︖
①富士森公園（遊具が多く幼児も遊べる，駐⾞場が広い）
②ゆめきっず（身近でないためか好評ではない）
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2. 調査結果
Q7. 困っていることは︖

①異年齢が遊べる公園がほしい
（遊具が多い，アスレチック，砂場，清潔なトイレ）

②生活に必要な情報を簡単に得たい
（外国人向け，市外転入者向け，幼稚園情報など）

③その他の特記
（散歩道に日陰やベンチがほしい，暑い日や雨の日も遊べる場所がない）

Q8. 子育てしやすいまちのアイデアは︖
①人による寄り添いのあるまち
（地域で子どもを⾒守る，シングルマザー
にもやさしい，ファミリードクターがいる）

②施設の充実による寄り添いのあるまち
（遊具のある公園）
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2. 調査結果
スタッフさんにも聞いてみました

〜2人にインタビューし、2人ともかつてこの施設の利⽤者〜

Xさん
• この施設の利⽤者だった。
• こういう仕事はいいなと思って、ここで働き始めた。
• 利⽤者の⽅々が、利⽤しやすい場所であってほしい。
• ママたちは、子どもが遊べて、ママが交流できる場所を求めている。
• コミュニケーションが苦⼿な⽅には、こちらから声をかけている。
• 交流を求めない⽅のことも尊重している。
• 子育て広場がたくさんあるといい。

Yさん
• 18年前にみなみ野へ引っ越してきて、ここを利⽤した。
• 悩んでいるママの話を聴いて、アドバイスできなくても共感するだけでいいと思っている。
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3. アクションプランに反映したいこと
I.子育て世代に優しいサード・プレイスの創出

①既存公園の改良により、異年齢の子どもを連れて⾏ける場に転換
・乳児︓砂場，幼児︓遊具，児童︓簡易アスレチック，共通︓清潔なトイレ

②親子ふれあい広場を乳児室、幼児室に分離し、より安⼼できる場に転換
・閉鎖スペース活⽤により広域施設化，駐⾞可能台数の増加による広域来訪者の受入
・地域スタッフの充実による地域人材の好循環，「先輩ママと語るデー」の開催

II. サード・プレイスに向かう散歩道の機能を再定義
①日陰やベンチを適所に配置し、「みんなのペースで歩けるみなみ野」を実現

・各所の公園、親子ふれあい広場、みなみ野分館など、点と点を優しい線で結ぶ
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